
○ 震災以後の継続的な都市との交流を図り関東圏を中心とした地域を訪れる体制づくりを構築。
○ 地域住民が前向きに楽しく交流活動を継続する中で、地域の復興・再生のキズナづくりや地域活性化に繋げる。
○ 「農・食・自然・文化」の地域資源を活かして、白河市大信地域の「魅力」を創造し、交流人口の増加を図る。

白河市大信地域交流促進協議会

【実施体制】福島県白河市

【採 択 年 度】
平成29年度

【事業実施期間】
平成29～30年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

〔福島県白河市〕

都会と地元の人との交流体験

のどかな田園風景と権太倉山

地域の郷土料理
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○震災以後の風評被害払拭のための地域の宝（自然、温泉、

食材、施設）を活用した体験活動の展開。

○地域情報発信基地「ひじりん館」を核とし
た地域素材の農産物や加工品の販売。

雪遊び体験しめ縄作り体験

隈戸川源流体験

白菜収穫体験

恵方巻作り体験

インバウンド対応状況（青：対応 黒：非対応）

Wi-Fi 洋式トイレ キャッシュ
レス

外国語
HP

外国語
案内表示

外国語
ネット予約

○H30年度宿泊者数の実績： ８４人

○売上の実績（宿泊売上、体験プログラム等）： １,４４３．８千円

○体験プログラム数の数：４０通り

○モニターツアーの実施状況

1)夏野菜収穫収穫と隈戸川源流体験モニターツアー

2)稲刈り体験と陶芸体験モニターツアー

3)白菜収穫体験としめ縄作り体験モニターツアー

4)雪遊びと恵方巻作り体験モニターツアー

○宿泊施設数： ３ケ所

○知ってもらう機会の創出に係る取組内容

1)マーケティング販路開拓推進活動実施 ３回

2)マーケティングアンケート調査活動実施１回

しらかわし


